
建築・都市環境工学領域

室内気流 ・換気① Osaka
 University
Osaka
 University

講演番号
E-30

講演番号
E-30

室内気流 ・換気①

講演番号
D-32複数ボイドを有する中高層オフィスビルの自然換気計画法に関する研究

研究背景・目的01

・各種設計条件

・自然換気量
関係性の知見を整備

パラメータ解析を回路網計算により実施

対象建物概要02
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回路網計算03
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・中間期を想定

( 執務室の床面積に対して )

・摩擦損失を換気抵抗として考慮

・パスの有効開口面積：1/1000 

( 外気温 20℃、室温 24℃で固定 )
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14階建て中層オフィスビル

自然換気ボイド：2本

中高層建物の自然換気設計手法の確立

自然換気導入

中高層オフィスビル

回路網計算結果04
・接続なし

複数本のボイド利用→逆流抑制・換気量向上

αAopening , αAtop , 切替階の設定は重要

・接続あり

上部接続は逆流防止の観点から好ましくない

( 低層・高層 )

①高層ボイドの開始階 ( 切替階 )

②ボイド上部の接続の有無

③自然換気口の有効開口面積αAopening

④ボイド上部の有効開口面積αAtop

6 , 8, 10, 12, 切替なし

1/1500 , 1/1000, 1/750 , 1/500 , 1/250

9.0 , 6.0 , 4.0 , 2.0 , 1.0 m2

接続なし：両ボイド上部から排気
接続あり：両ボイド上部を 1ソーンに

( 執務室床面積に対して )

その他のパラメータや風力の影響も考慮する

今後の展望

の試みが増加

研究背景・目的 実験概要

工場の大開口部

・CFD解析

・縮小模型実験 ( 縮尺 1/30)

→室内外温度差の影響を検討

今後

①内外差圧

（パラメータ）

②エアカーテン設置位置

③エアカーテン風速

エアカーテンで流入出を防ぐ！

・冷暖気の遮断

・ホコリ遮断

・分煙

利点

・エアカーテンは空調負荷削減効果があるのか？

・削減性能の実用的な予測手法を確立できないか？

縮小模型実験により

エアカーテン気流の基礎性状の把握

目的

冷・暖房

換気

室内 屋外

冷・暖房

換気

室内 屋外

エアカーテン

　・温度差

　・内外差圧　によって

　・外部風

外気流入＆室内空気流出

実験

１．エアカーテンの風速分布測定

２．内外差圧と外気侵入量の関係の測定

３．トレーサーガスによる外気侵入量測定

ガスボンベ

ガス供給

ガス吸引

排気

濃度計

差圧計

講演番号
C-43

研究背景 実験条件 研究成果

吹出気流PAC 照明 PAC

居住域
ドラフトが発生

従来のオフィス空間 対流空調が主流

局所的な不快感（ドラフト）が発生

吹出気流PAC 照明 PAC

膜天井空調

ドラフト低減効果

冷房効率の悪化

膜

冷却放射効果

膜天井 放射を併用した対流・
微気流

PAC 照明 PAC

居住域は
ドラフトレス 快適な温熱環境

分割型膜天井空調
冷房効率の維持

分割型膜天井空調

何％？？

・DR
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膜敷設率の増加によってDRが小さくなる

ドラフト評価
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・CaseMF-3 の場合、

膜上と膜下で著しい温度差が形成された

・他の Case の場合は膜敷設率を増加させても

温度差に大きな変化はなかった

・鉛直温度分布
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POCase

＊FL +1.1~1.7mの上下温度差

が 3℃以内という推奨値が定

められており、全条件で満た

している

冷房性能評価

オイルヒータホットカーペット

＜実験条件＞
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膜敷設エリア
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＜膜種類＞

0% 66% 100% 32% 66% 100%

不織布有り
通気性  : 140[cm 3/cm2･ s]

不織布なし
通気性 : 452 [cm3/cm2

･s]

膜敷設率
PO MF-1 MF-2 MF-3 MO-1 MO-2 MO-3Case

膜敷設図

膜の性質

膜敷設率
0% 32% 66% 100% 32% 66% 100%

(⊿p=125Pa)

＜不織布有 (MF)＞ ＜不織布無 (MO)＞

分割型膜天井空調方式の設計手法の確立に関する研究

講演番号
D-45開口上部設置型エアカーテンの性能予測法に関する研究　


